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株式会社静岡銀行等との観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合を活用した 

『しずおか観光活性化ファンド（仮称）』設立の協議開始について 

  

株式会社地域経済活性化支援機構（以下「当機構」という。）は、本日、株式会社静岡銀行（以下「静岡銀行」と

いう。）、観光活性化マザーファンド投資事業有限責任組合（以下「観光マザーファンド」という。）の当機構以外の

出資者である、株式会社日本政策投資銀行（以下「日本政策投資銀行」という。）及び株式会社リサ・パートナー

ズ（以下「リサ・パートナーズ」という。）との間で、観光マザーファンドを活用し、静岡県における観光消費額等の

増大を図る「観光周遊活性化モデル」の構築及び地域の経済・雇用を支える観光産業の発展に向けた取組支援

を目的とする、「しずおか観光活性化ファンド（仮称）」設立について、具体的な協議を開始することで合意しまし

たのでお知らせいたします。 

 

当機構は、「しずおか観光活性化ファンド（仮称）」設立に向け、首都圏に近く、富士山をはじめ、海・山・温泉等、

豊富な観光資源を有する静岡県内で複数の有力地域をパイロット地域として選定し、株式会社静岡銀行等と観

光活性化構想について協議を重ねて参りました。 

このたび、パイロット地域において、核となる目玉観光施設を周遊する「観光周遊活性化モデル」を構築し同モ

デルの全県展開を図る基本構想が固まったことから、当機構、静岡銀行、日本政策投資銀行及びリサ・パートナ

ーズは、同構想の実現に向けたリスクマネーの供給及び専門家によるハンズオン支援を主な目的とした「しずお

か観光活性化ファンド（仮称）」について、2015年３月末の設立をめざし、具体的な協議を開始した次第です。 

 

なお、観光マザーファンドは、昨年４月に観光産業というテーマ特化型ファンドとして、当機構、日本政策投資

銀行及びリサ・パートナーズとの３社共同で設立されたファンドであり、「しずおか観光活性化ファンド（仮称）」が

組成された場合には、観光マザーファンドを活用して地方銀行と連携して地域ファンドを設立する初めての試み

となります。 
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＜お問い合わせ先・ご相談の連絡先＞ 

株式会社地域経済活性化支援機構 

〒100-0004 東京都千代田区大手町１－６－１ 大手町ビル９階    

代表：TEL 03-6266-0310 

地域活性化オフィス： TEL 03-6266-0380 

                       地域経済活性化支援機構 


